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校長 平井 慶一郎

【新しい生活様式の徹底を】
学校生活の段階的再開、第３段階が本日７月 時間の経過とともにコロナ禍に対する油断が

１日（水）からスタートしました。 生じていく現状を鑑みたとき、やがて襲来する
第２段階と変わるところは、６時間授業が設 であろう“第２波”へ向け、学校だけで取り組

定されること・５０分授業となること・本日及 むことではないと感じます。
びテスト明けから部活動が再開されることなど 学校と地域が共栄共存していくために必要な
があげられます。クラスの係活動や委員会活動 こと（地域での新しい生活様式）として、また
なども始まってきます。学校生活の平常化へ向 地域の一員として自分自身の行動の在り方を生
け、大きな一歩を踏み出すことと肯定的に受け 徒自身に考えさせるいいきっかけとなったと思
止めていただきたいと思います。この第３段階 います。
へ向けて注意しなければならないのは、やはり 『新しい生活様式』 これは、『目には見えな
【新しい生活様式】をしっかり守らなければな いが確実に存在するコロナウィルス』とともに
らないということです。 生きていくうえで、絶対に守らなければならな

い社会のルールです。学校のルールではありま
先日次のようなお電話を地域の方からいただ せん。自分や周りの大切な人を守るためにも、

きました。 もう一度身につけなければならない習慣を確認
『朝の時間帯、学区のマンションのロビーで複 し、徹底していきましょう。
数の本校生徒が友だちを待っている。中にはマ
スクを着用しない生徒がいる。生徒はもちろん、 【部活動の段階的な再開】
このマンションにお住まいの高齢者への感染も 横須賀市教委より、段階的に部活動を再開し
心配である』 てもよいという内容の通知が参りました。詳し
という内容でした。お叱りというよりは、本校 くは別に配布したプリントをご参照ください。
の生徒を地域住民として気遣うだけでなく、ご 「ようやくここまで来たか！」というのが正
自身が住んでいるマンションの住民の健康も気 直なところです。しかし喜んでばかりもいられ
遣う内容でした。その日のうちに全校生徒に投 ません。部活の再開には様々な課題もあります。
げかけ、「地域の中に存在する学校であること」 長い休校期間で生じている体力の低下・同時に
「新しい生活様式がなぜ必要なのか」などを考 考えなければならない熱中症対策、３年生の代
えさせる時間をとりました。登下校中のマスク 替大会開催の有無とそれに伴う３年生の活動期
着用は、状況によりしなくてもよいとなりまし 間・・・・。３年生には保護者会でも担当より
たが、密の状態が生じているならば別です。 説明いたします。
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